
＝
碧
巌
録
（へ
き
が
ん
ろ
く
）の
こ
と
。
中
国
の
仏
教
書
。
別
名
に
仏
果
圜
悟
禅
師
碧
巌
録
。
碧
巌
集
と
も
呼
ば
れ
る
。
特
に
臨
済
宗
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
る
、
代
表
的
な
公
案
集
。
全

巻
。

碧
巌
集

*1

10

＝
（が
ん
し
）
「鳫
」は
「
雁
」の
異
体
字
。
橋
の
き
ざ
は
し
。
雁
の
列
や
人
の
歯
並
び
の
よ
う
に
、
材
木
が
食
い
違
っ
て
、
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。
雁
木(

が
ん
ぎ)

。

鳫
歯

*2

＝
？

勅
溢

*3

＝
毛
利
氏
で
は
九
カ
国
（周
防
、
長
門
、
石
見
、
出
雲
、
隠
岐
、
安
芸
、
備
後
、
伯
耆
、
備
中
）
を
「八
ヵ
国
」と
呼
ん
で
い
た
。

十
州

*4

＝
里
村
紹
巴
（
さ
と
む
ら

じ
ょ
う
は
）(

大
永
５
年
～
慶
長
７
年
４
月

日
）
戦
国
時
代
の
連
歌
師
。
里
村
姓
は
後
世
の
呼
称
で
本
姓
は
松
井
氏
と
も
い
わ
れ
る
。
号
は
臨
江
斎
・宝
珠
庵
。
奈
良
の
生
れ
。
連
歌
を
周
桂
に
学
び
、
周
桂
の
死
後
里
村

紹
巴
法
眼

*5

14

昌
休
に
つ
き
、
里
村
家
を
継
い
だ
。
そ
の
後
公
家
の
三
条
西
公
条
を
は
じ
め
、
織
田
信
長
・
明
智
光
秀
・
豊
臣
秀
吉
・
三
好
長
慶
・
細
川
幽
斎
・
島
津
義
久
・
最
上
義
光
な
ど
多
数
の
武
将
と
も
交
流
を
持
ち
、
天
正

年
、
明
智
光
秀
が
行
っ
た
「
愛
宕
百

10

韻
」
に
参
加
し
た
こ
と
で
有
名
。
本
能
寺
の
変
後
、
豊
臣
秀
吉
に
疑
わ
れ
た
が
難
を
逃
れ
た
。

歳
の
と
き
宗
養
の
死
で
連
歌
界
の
第
一
人
者
と
な
る
が
、
文
禄
４
年
豊
臣
秀
次
事
件
に
連
座
し
て
近
江
国
園
城
寺
（三
井
寺
）
の
前
に
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
。

40

連
歌
の
円
滑
な
進
行
を
重
ん
じ
連
歌
論
書
『
連
歌
至
宝
抄
』を
著
し
た
ほ
か
、
式
目
書
・
式
目
辞
典
・古
典
注
釈
書
な
ど
の
著
作
も
多
く
、
『源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『紹
巴
抄
』、
『
狭
衣
物
語
』
の
注
釈
書
『下
紐
』
な
ど
が
現
存
し
て
い
る
。

と
云
事
ハ
碧
巌
集

に
臨
済
正
宗
の
文
有

據
り
て
宗

ニ

ニ

*1

派
の
正
統
の
義
を
明
す
物
歟

洞
春
ハ
贈
三
位
元
就
卿

の
法
諱
也

彼
郷
の
修
福
の
為
造
建
せ
ら
る
ヽ
所
也
と
云
云

楼
門

鳫

南
面
之
寺
地

山
麓
の
平
な
る
所
を
用
ゆ

故
ニ
石
の

【
４
２
頁
】歯

を
登
る
事
三
十
歩
計

楼
上
ニ
額
阿
り

妙
高
臺
と

*2
云
々

楼
門
の
内
の
中
央
に
正
宗
山
洞
春
禅
寺
の
額

を
掛

楼
門
の
左
右
回
廊
ア
リ

十
一
面
観
音
大
士

額
殿
本
尊

脇
士

不
動
明
王

本
尊
を
正
面
に
安
置
す

殿
に
額
有
り

方
丈
の
二
字
を

殿
の
東
の
方
に
開
山
嘯
兵
大
禅
師
の
像
を
安
置

彫
筆

し
て
前
面
に
牌
を
立
ツ

本
願
殿

贈
三
位
大
江
朝
臣
元
就
卿
の
壽
像
を
安
置
す
る
所
也

抑

彼
卿
ハ
備
中
介
本
主
朝
臣
の
苗
裔
治
部
少
輔
大
江

ソ
モ
ソ
モ

【
４
３
頁
】

弘
元
朝
臣
の
男
也

天
文
二
年
九
月
廿
五
日
叙
爵

同
廿

六
日
任
右
馬
頭

永
禄
三
年
二
月
任
陸
奥
守

尋

除
従

ツ
イ
デ

叙
カ

四
位
下

元
亀
二
辛
未
年
六
月
十
四
日
卒

行
年
七
拾

ニ

ス

五
歳

法
諱
日
頼
洞
春
大
居
士

同
三
年
四
月

勅
溢

ニ

ス
ト

*3

贈
従
三
位
云
々

武
を
以
て
家
を
興
シ

文
を
以
て
国
を
治
る

事
十
州

籏
下
に
属
す
る
所

備
中

安
藝

周
防

長
門

因

幡

伯
耆

出
雲

石
見

隠
岐

*4

五
ヶ
国

世
に
十
五
州
の
守

美
作

伊
豫

讃

岐

豊
前

筑
前

中
国
殿
と
云
事
ハ

日
本
六
拾
州
の
四
分
の
一
を
持
つ

甲
陽

軍
艦
ニ
見

誠
に
絶
世
の
英
雄
也

彼
卿
の
詠
草
跋
に
鎮
西
の
主
毛
利

奥
州
守
元
就
と
書

抑

わ
か
ミ
か
と
六
十
余
国
の
中
三
ヶ

ソ
モ
ソ
モ

我

が

帝

一
を
平
ら
け
ら
る
ゝ
と
紹
巴
法
眼

の
記
せ
る
も

爰
に
出
た
る

*5

【
４
４
頁
】

物
歟

今
に
当
家
を
指
し
て
中
国
殿
と
名
を
呼
ふ
事
ハ

周
防
長
州
米
を
売
て
中
国
米
と
云
事
古
来
よ
り
今
世
ニ
及
ふ

其
遺
事
也

摂
津
大
坂
の
人
ハ
当
家
を
さ
し
て
中
国
殿
と
云
日
本
に

.0嶋榛古實記 Version2



吉
川
国
経
。
次
郎
三
郎
、
治
部
少
輔
、
伊
豆
守
。

吉
川
興
恒
＝

*1

.0嶋榛古實記 Version2

前
将
軍
家
御
位
牌
殿

客
殿
の
西
に
有

前
征
夷
大
将
軍
秀
忠
公
已
下
の
先

君
の
尊
牌
を
安
置
し
奉
る
所
也

東
照
宮
神
殿

客
殿
の

坤

の
方
に
阿
り

東
照
宮
大
権
現
を
崇
め

ヒ
ツ
ジ
サ
ル

祭
る
宝
殿
也

鎮
座
以
来
日
暮
の
祭
祀
絶
る
事
な
し

要
害
道
番
所

洞
春
寺
よ
り
東
の
方
に
在
り

【４
５
頁
】

屋
敷
一
ヶ
所

洞
春
寺
の
下
に
阿
り

磯
之
番
所

洞
春
寺
の
道
よ
り
下

号
金
城
山

妙
玖
寺

洞
春
寺
西
の
山
に
阿
り

当
寺
ハ
往
古
安
藝
の
国

高
田
郡
吉
田
村
に
阿
り

衡
陽
慶
浦
大
禅
師
を

開
山
の
祖
と
す

後
に
慶
長
十
七
年
藝
州
よ
り
此

地
に
移
し
て
建
立

阿
季

山
号
金
城
と
云

弘
法

ハ

金
陽
第
一
巻
に
金
城
湯
地
の
文
有
に
據
て
號
す

寺
ハ
妙
玖
大
姉
の
法
諱
を
以
て
名
と
す

大
姉
は
元
就

【
４
６
頁
】

公
室

吉
川
興
恒

女
に
し
て
隆
元
朝
臣
の
母

輝
元
公
の

*1

祖
母
也

釈
迦
文
佛

客
殿
本
尊

脇
士

文
殊
大
士

普
賢
大
士

殿
の
側
に
本
願
大
姉
の
霊
牌
有
り

妙
玖
寺
櫓

寺
の
西
に
阿
り

故
に
此
名
有

俗
千
先
櫓
ト
云

郭
中

事
物
紀
原
云

内

曰

外

云

云
々

郭
中
の
封
彊

惣

城

郭

止天

ヲ

ト

ヲ

フ
ト

ト

門
の
内
を
云

と
云
り

是
ハ
二
の
丸
を
二
の
郭
と
も

三
の
郭

左
半
之

久
流
和

【
４
７
頁
】

い
へ
る
其
義
に
對
し
て
云
所
也

世
に
丸
と
郭
と
通
し
て
称
と
す

一
に

と
も
云

堀
内
と
ハ
封
彊
の
門
外
に

有
り

世
に

堀
内

壍
保
利

幾

と
下
略
し
て
称
す
故
に

の
名
阿
り

俗
に
堀
の
字

壍
保利

壍
内

を
用
ハ
非
也

和
名
鈔
云
壍
四
声

字
苑

云
遶

城

長
水

堀
也

七
膽

ゼ
ン

メ
グ

ニ

ル

ヲ

ノ

ノ
反

今
案
る
和
名
鈔
の
説
ハ
壍
ハ
城
を
遶
る
水
堀
を

和
名
保

利

等

ア
ン
ズ

メ
グ

の
ミ
云
る
に
似
た
り

城
郭
な
ら
で
も
壍
と
も
云
成
べ
し

西
域
記

云

頹
牆

堙
壍

廃

獄

寛

刑

云
々

是
ハ
囚
獄
門
外
の
堀
な
り

ク
ズ
シ

カ
キ

ウ
ズ
メ

ヲ

ヲ

シ

ヲ

フ
ス
ト

ヲ

史
記
匈
奴
傳
曰

壍

谿
谷

云
々

是
に
準
へな
る
べ
き
か

ナ
ゾ
ラ

ハ

ト



＝
寄
組
益
田
家
。
織
部
。
益
田
就
貫
二
男
。
享
保
五
年
七
月
十
八
日
か
ら
同
七
年
六
月
十
六
日
ま
で
当
職
。

益
田
就
高

*1

＝
毛
利
広
政
。
右
田
毛
利
家
。
享
保
九
年
一
月
十
二
日
か
ら
同
十
五
年
二
月
四
日
ま
で
当
職
。

毛
利
筑
後

*2

＝
厚
狭
毛
利
家
、
毛
利
就
久
。
実
右
田
毛
利
別
家
毛
利
八
郎
左
衛
門
雅
信
次
男
。

就
久

*3

.0嶋榛古實記 Version2

深
野
町

城
の
西
南
に
浜
手
に
有
り

往
古
此
所
に
深
野

某

居
住
せ
し
故
に
此
名

ナ
ニ
ガ
シ

を
呼
ふ

其
裔
孫
今
に
市
中
に
住
し
奕
世
市
長
と
な
れ
り

此
濱

エ
キ
セ
イ

【４
８
頁
】

猟
人
町
也

是
を

へ
引
せ

と
名

跡

御
弓
之
者
を
置

小
畑
の
浦

今
浦

ナ
ヅ

ケ

ニ

其
後
吉
川
家

輿
入
之
時

御
付
の
物

被
置

付

又
弓
物
を
北
の

コ
シ
イ
リ

者

者

江

ヲ

ニ

濱

移

是
を
今
ハ

上
中
下
之
三
町
と
云

新
町

江

享
保
年
中

益
田
就
高

職
役
之
時

木
屋
奉
行
児
玉
十
兵
衛

松
を

ニ

ヲ
シ
テ

*1

新
堀
土
手
松
植
ル
職
役
益
田
氏
同
十
二
年
安
養
寺
脇
よ
り
日
野

多
く
植
ル
并

殿
脇
江
中
道
出
来

職
役
毛
利
筑
後

同
十
二
年
唐
樋
札
場
後
に

*2

板
橋
ヲ
掛
ケ
新
道
出
来
た
り
同
断

深
野
町
口
門

深
野
町
渡
し

深
野
町
の
渡
し
ハ
深
野
の
南

岩
国
屋
敷
の
西

有

其
順

時

門
よ
り
去
事

鞁
八
丁
三
拾
間

ニ

路
ハ
故
天
樹
院

門
前
通
り
蓮
池
の
南
に
行

岩
国
屋
鋪
脇
通
り

モ
ト
ノ

ノ

西

経
過
し
て
渡
口

至
る

是
よ
り
船
に
て
玉
江

傳
ふ
渡
り
也

江

ニ

江

【
４
９
頁
】

岩
国
屋
鋪

深
野
町
の
南
に
有
り

侍
従
廣
家
朝
臣
の
亭
也

彼
朝
臣
ハ

元
就
卿
の
二
男
従
四
位
下

行
駿
河
守

元
春
朝
臣
の
子
也

元
春

任

カ

朝
臣
吉
川
家
続
し
給
ひ
て
世
に
吉
川
と
号
ス

周
防
玖
珂
郡抑

元
春
の

岩
国
と
云
所
を
領
し
給
ふ
故
に
岩
国
屋
敷
鋪
と
云
也

ソ
モ
ソ
モ

室
は
熊
谷
信
直
の
女
也

嫡
男
元
長
ハ
天
正
十
五
年
六
月
五
日

主

・
北
殿
三
家

日
向
に
て
軍
中
に
病
死

次
男
元
氏

仁
保
・
三
浦

繁
沢
ト
称
ス
ヌ
シ
ノ

を
続
り

三
男
廣
家
元
長
の
家
領
を
続
ク

内
室
ハ
宇
喜
多
宰
相

ツ
ゲ

ツ

秀
家
卿
の
姉
な
り

天
正
十
六
年
七
月
被
任
侍
従

慶
長
五
年
入
道

し
て
安
亭
如
兼

又
庵
号
ハ
益
庵
如
券
と
云
々

寛
永
二
年
九
月

廿
一
日
率
ス

法
号
中
岩
如
兼

行
年
六
十
五
歳
と
云
云

其
子
広
正
主

巌

ヌ
シ
ノ

【
５
０
頁
】傳

領
有
り

御
内
室

輝
元
公
御
息
女
御
輿
入
是
を
御

ハ

屋
鋪
と
云

従
是
後
岩
国
屋
鋪
を
御
屋
鋪
と
呼
ふ

無
名
町

岩
国
屋
鋪
の
北

深
野
の
南

東
西
へ
竪
筋
に
し
て
其
名
な
し

曲
尺
町

深
野
の
東

名
無
町
の
北

丁
の
形

大
工
の
曲
尺
の
如
し

故

此
名
を

カ
ネ
ジ
ャ
ク

ニ

呼
ふ

就
久

主
亭

元
ハ
本
町
の
福
原
の
亭
の
東
隣

有
し
か

後

ヌ
シ
ノ

ニ

ニ

*3

爰
に
移
す

就
久
主
ハ
大
蔵
大
輔
の
裔
也

元
康
朝
臣
ハ
元
就

卿
の
七
男
也

故
に
七
郎
兵
衛
と
号
す

従
五
位
下

任

大
蔵
大
輔
を

ニ

シ

領
す

武
名
最
高
に
て
朝
鮮
在
陣
に
度
々
軍
功
有

秀
吉
の
感
状

リ

数
通
に
及
へ
り

廣
嶋
の
地

元
康
橋
と
云
も
此
朝
臣
の
宅
前
の

ニ

【
５
１
頁
】



＝
毛
利
元
就
四
男
が
正
し
い
。
長
府
毛
利
家
の
祖
。

【
長
府
毛
利
家
略
系
】
元
清
ー
秀
元
ー
光
廣
ー
綱
元
ー
元
朝
ー
元
矩
ー
匡
廣
ー
師
就
ー
匡
敬
ー
匡
滿
ー
匡
芳
…
…
（
元
朝
は
綱
元
の
子
吉
元
の
長
男
で
あ
る
が
、
吉
元
が
毛
利
本
家
・
吉
廣
の

伊
豫
守
元
清

*1

養
子
と
な
っ
た
為
に
、
長
府
毛
利
家
の
家
督
は
綱
元
四
男
元
矩
が
継
い
だ
。
し
か
し
、
元
矩
は
無
嗣
子
に
つ
き
、
一
旦
家
系
断
絶
し
、
そ
の
後
を
清
末
毛
利
家
元
知
二
男
元
平
、
即
ち
秀
元
の
孫
、
後
改
め
匡
廣
が
継
承
し
た
）

.0嶋榛古實記 Version2

橋
也

今
に
其
名
を
称
す

財
満
門
筋

ザ

イ

マ蓮
池
の
南

岩
国
屋
鋪
の
門
前
南
北
通
路
の
町
を
云
り

此

町
の
南
の
川
端

財
満
門
と
云
名
有
り

ニ

財
満
門

ザ

イ

マ岩
国
屋
鋪
の
巽
に
在
り

時

門
を
去
事
六
町
四
拾
間

其
順
路
ハ

鞁

舊
天
樹
院

門
前
を
西
に
折
て
四
本
松
を
過

蓮
池
の
頭
を

フ
ル

ノ

キ

南
に
財
満
門
筋
を
行
詰
る

元
此
門
脇

財
満
就
久
居
住
し
て

モ
ト

ニ

此
門
を
預
る
故
に
此
名
を
呼
ふ

四
本
松

當
城
の
大
手
東
西
の
芝
生
を
云

此
地

往
古
よ
り
大
木
の
松
四
株
有

ニ

【
５
２
頁
】今

に
現
存
ナ
リ

故

此
名
を
呼
ふ

出
火
の
節
殿
動
遊
之
時
ハ
城
番

ニ

与
圚
居
を
立

爰
に
伺

又
城
内
出
火
之
時
ハ

添
番
与
爰
に
伺

グ
ミ

マ

ト

イ

グ
ミ

テ

ス

ス

年
十
一
月
よ
り
同
二
ノ
二
月
出
来
ス
又
福
原

殿
在
国

ハ
城
番

者
城
内

入

大
手
の
見
付
ニ
腰
掛
馬
立
出
来
于
時
寛
延
元

ニ

ノ

ニ

福
原
屋
敷
ト
ツ
ナ
キ
出
来
ス
同
時
ニ
に

蓮
池四

本
松
の
南
に
有

此
池
に
紅
白
の
芙
蓉
を
植
ら
れ
て
今
も
花
葉

蔓
々
た
り

故
に
此
名
を
呼

古
老
云

此
池
元
ハ
二
の
丸
の
数
寄
屋
の

モ
ト

池
へ
通
し
て
長
水
な
り
し
を

城
を
築
る
ヽ
時

埋
む
る
に
土
砂
人
力
に

【
注
】
割
注
三
行
目

の｢
福
原｣

は
衍
字

堪
難
し
て

曲
輪
を
内
へ
折
入
ら
れ
し
に
依
て
埋
め
残
さ
れ
し

タ
ヘ池

今

存
在
せ
し
也

ニ

長
府
屋
敷

【
５
３
頁
】蓮

池
の
東
隣
に
有
り

宰
相

卿
の
亭
也

当
国
豊
浦
郡

秀
元

に
所
領
有
て

府
中
に
住
す

故
に
此
号
有

此
号
ハ
元
就
卿
の

六
男
伊
豫
守

朝
臣

の
子
也

始
は
輝
元
卿
羪
子
と

元
清

*1

し
給
ふ

故
に
官
位
の
昇
進
も
他

異
り
参
議
従
三
位
に

ニ

進
ミ
給
へ
り

行
年
七
十
三
歳
に
し
て
慶
安
三
庚
寅
年
閏

十
月
三
日
卒
給
ふ

法
名
功
山
玄
譽
大
居
士

其
子

号
知
門

寺
殿

和
泉
守

へ
朝
臣
よ
り
従
四
位
下
侍
従

朝
臣
に
傳
り

光
廣

綱
元

右
京

主
享
保
三
戊
戌
年
三
月
廿
日
早
世

息
子

元
矩

于
時
十

五
歳

な
か
り
け
れ
は

厳
法
據
に
非
す

家
督
断
絶
に
及
へ
り

同

四
月
十
三
日
配
与
の
地
を
本
家
に
還
附
の
台
命
有
り

爰
に

豊
浦
清
州

の
領
主
讃
岐
守

朝
臣

秀
元
卿
の

清
末

後
改

な
り

匡
廣

匡
平

元

平

【
５
４
頁
】庶

流
な
り
し
に

本
家
の
与
奪
に
依
て
知
行
増
長
の
台
命
を
得

て
新
に
長
府
領
を
配
与
し
給
ひ

府
中
の
館
に
移
り

先
主
の

祭
礼
元
の
如
し

抑

朝
臣
の
父
刑
部
少
輔

朝
臣
ハ

匡
廣

元
知

ソ
モ
ソ
モ

宰
相
秀
元
卿
の
庶
子
也

故
に
長
府
領
之
地
を
分
配
有
て

清
末
を
領
し
給
ふ



流
さ
れ
て
住
む
こ
と
。
ま
た
流
謫
（る
た
く
）の
住
居
。

謫
居
＝
（
た
く
き
ょ
）
遠
方
に

*1

＝
中
国
戦
国
時
代
の
道
家
。
最
後
の
「子
」は｢

先
生｣

の
意
。
（或
い
は
、
司
馬
芝
の
事
か
。
字
は
子
華
。
後
漢
末
期
か
ら
三
国
時
代
の
政
治
家
）

子
華
子

*2

.0嶋榛古實記 Version2

佐
々
木
殿
町

財
満
門
筋
の
東

長
府
屋
敷
の
南
に
有
り

東
西
の
竪
町
也

爰
に
佐
々
木
源
氏
居
住
せ
る
故
に

此
名
阿
り

彼
佐
々
木
氏
ハ
出
雲

州
尼
子
義
久
朝
臣
の
嫡
流
也

富
田
落
城
の
後

尼
子
三
兄
弟

藝
州
長
田
村
に
圓
妙
寺
と
い
ふ
に
謫
居

し
て
年
序
を
経
る
の

タ
ク
キ
ョ

*1

後

藝
州
の
内
久
佐
と
云
所
に
住
居
し
て
内
藤
預
る

慶
長
の

【
５
５
頁
】比

尼
子
の
家
名
を
改
め
て
久
佐
と
号
す

義
久
朝
臣

の

入
道
云

友
林

コ
ロ弟

倫
久

の
子
息
九
郎
三
郎
元
知
を
義
久
朝
臣
の
養
子

入
道
云

陽
閑

と
す

姓
名
古
き
に
復
し
て
佐
々
木
と
云

彼
義
久
朝
臣
ハ
六
国

の
守
也

慶
長
十
年
八
月
廿
八
日
長
州
阿
武
郡
奈

因
幡

出
雲

隠
岐

伯
耆

石
見

安
藝

古
村
に
し
て
卒
ス

国
の
人
往
事
を
貴
ミ
て
佐
々
木
殿
と
云
り

今
も

其
嫡
流
の
孫
子
傳
領
し
て
爰
に
居
住
せ
る
故
に

此
町
の
名

と
せ
り

無
名
町

財
満
門
の
佐
々
木
殿
町
の
南
に
阿
り

西
廣
小
路

四
本
松
の
南

長
府
屋
敷
の
門
前

北
の
横
乃
路
筋
を
い
ふ
な
り

【
５
６
頁
】

郭
中
の
内

東

西

小
路
の
幅
廣
き
筋

両
所
に
拠
り
て

大
馬

廣
小

場

路

西
廣
小
路
の
名
阿
り

今
案
に
路
の
廣
狭
に
随
て
大
路
小

路
の
名
に
差
別
有
り

世
に
広
小
路
の
字
を
用

小
ノ
字

穏
當
な
ら
す

廣
穴
の
字
に
や
尋
ね
問
ふ
へ
し

右
ハ
西
廣
小
路
筋
よ
り
西
の
分
を
記

已
上
の
諸
所
ハ
横
竪

ス

の
道
路
方
直
な
ら
す
故
に

甚
方
角
の
便
に
随
ひ
て

是
を

書
し
訖
ぬ

是
よ
り
以
上
ハ
異
な
る
者
也

オ
ワ
ン

潮
留
門

時

門
の
東

蔵
元
の
前
に
在

所
の
海
面
の
門
を
云
り

三
重

鞁

ト
キ
ウ
チ

ル

櫓
の
下
の
溝
川
阿
李

海
に
続
き
て
潮
水
の
通
路
す
べ

き
を
塞
き
留
た
る
故
に
此
地
の
名
と
し

門
も
其
名

称
す
る
所
也

ヲ

【
５
７
頁
】

外
下
馬

時

門
・
塩
留
門
の
門
堀
前
也

腰
懸
と
名
付
け
阿
り

鞁

ト
キ
ウ
チ

ド
メ

此
所
家
中
の
諸
士
鎗
・
籠
・
馬
等
の
立
場
也

藏
元防

長
之
府
寮
也

諸
吏
爰
に
集
會
し
て
国
中
の
政

務
を
施
行
す

は
府
庫
を
さ
し
て
云
り

ハ
根
元
也

藏

元

申
人
君
體

元
以

居

府
庫
の
根
元
と
い
へ
る
意
に
て
云

ス
ト

テ

ル
ニ

云
々

蓋
此
本
文
に
拠
れ
り
と
云
々

爰
に
は
合
さ
る
事
に
や

正
ニ

此
意
ハ

此

義
か

人
君
立

極

改
年

曰
元

毎
歳
首
月

曰
正

ル

ヲ

ヲ

ト

ヲ

ノ

元

太
初

中
気
也

天
帝

但
元
ハ
天
地
人
共

有
り

子
華
子

曰

ニ

ハ

ノ

*2
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得

之
運
乎
無
窮

后
士
得
之
傳
無
彊

人
之
有
元
百
體

テ

ニ

云
々

何
れ
の
説
に
因
て
も

の
字
を
用
る
事
難
な
る

■
焉

元

【
５
８
頁
】

云
類
な
り

べ
き
に
や

此
蔵
元
の
内
に
有
る
諸
役
所
を
或
は

と
云

所

郡
奉
行
と

或
は

と
云

各
共
一
事
を
務
る
也

所
謂

は
字
彙
曰

方

所

銀
子
方

米
方

處

所
也
と
云
々

御
書
所･

作
物
所
な
ど
い
へ
る
此
意
な
る
へ
し

又

ハ
方

ハ
所
也

易

云

云
々

君
子

以

情

物

居

方

本
義

云
各
其
所

辨

ニ

ハ

テ

ニ
テ

メ

ヲ

ル

ニ

ニ

居
所
を
い
ふ
也

又

と
両
節
両
字
を
用
ゆ

一
説
居
所
を

方

士

加

加

多

多

さ
し
て
云
時
ハ

の
字
を
用
ゆ

一
説
吏
人
お
さ
し
て

方

銀
子
方
と
云

是
也
居
所
ノ
心
也

杣
士
と
云
か
こ
と
し

い
ふ
時
は

の
字
を
用
ゆ

占
士

士

呉

服

方

と

ウ
ラ

い
ふ
是
也

カ
タ

ソ
マ
カ
タ

松
原
口
門

蔵
元
の
東
に
有
海
表
の
門
を
云
り

往
古
ハ
此
所
よ
り
東
へ
衍
程

行

程

カ

壱
里
計
松
原
也

是
を

と
云
り

太
守

阿
武
の
松
原

本
書
に
原
の

松
原
と
有
り

バ
カ
リ

秀
就
公
初
御
入
国
の
時
の
哥

曰

益
田
三
左
衛
門
藤
原

ニ

【
５
９
頁
】

長
門
な
る
ノ
五
文
字
不
審

長
門
な
る
阿
武
の
松
原
ふ
ミ
超
て

指
月
の
月
を
跡
に
見
ん
と
は

此
松
原
慶
長
年
中
に
大
井
村
の
濱
に
移
す

今
又
享
保
年
中

太
守
吉
元
公
命
職
役
浦
図
書
平
元
敏

此
濱
に
松
ヲ
令
を

ニ

植

沖
よ
り
景
色
他
に
異
也

又
北
風
の
便
を
得
て
所
の
者
ハ
歓
ふ

ウ
エ

事
見
郭

外
郭

木
屋
字

大
助
鋪

俗
用
大

コ

ヤ

松
原
口
の
門
の
東
に
阿
り

此
所
ハ
城
中
よ
り
郭
外
の
所
々
の
殿
舎
・

宮
・
寺
・
橋
等
の
修
造
の
事
を
務
と
す
司
家
也

木
工
・
鍛
工
等

乃
工
人
の
居
し
て
其
役
を
勤
る
家
を
四
方
に
作
れ
り

其
家

作
り
の
形
を
以

と
云
也

俗
に
木
屋
の
字
を
用
ゆ
る
ハ

助
鋪

古夜

誤
り
也

大
と
称
す
る
こ
と
は
広
大
な
る
を
以
て
云
所
也

と
も
云
り

作
事
方

【
６
０
頁
】

鈔
云

辨

立
成
云
助
鋪

一
云

如
衛
士
屋
也

和
名

■

咊
名

比
大

古
夜

岐
夜

右
已
上
海
面
に
門
戸
を
開
く
所
也

高
句
麗
峠
筋

コ

ク

リ

ガ

垰

四
本
松
の
東

蔵
元
の
後
の
町
筋
を
云
り

高
句
麗
垰
と

コ

ク

リ

ガ

専
に
称
す
る
所
は
松
原
口
の
門
の
東
西
を
称
す

今
其

高
句
麗
垰

と

前
後
を
差
て
惣
号
と
す
る
所
也

古
久
利
加

多

宇

コ

ク

リ

ガ

タ
ウ

い
ふ
事
高
句
麗

の
賊

此
所
に
襲
来
せ
し
故
に
此

古
久

利

号
有
と
云
云

異
賊
襲
来
の
年
月
詳
か
な
ら
す

益
田
屋
敷

高
句
麗
垰
の
東
の
端
に
し
て
封
彊
の
脇
に
有
り

益
田

元
道
主
の
亭
也

当
家
ハ
石
州
益
田
の
城
主
に
し
て

右
衛
門
佐

【
６
１
頁
】藤

原
藤
兼
入
道
全
鼎
の
子
息
従
五
位
下
玄
蕃
頭
元
祥



＝
（
え
き
せ
い
）
代
々
、
累
世
。

奕
世

*1

＝
（べ
つ
ぎ
ょ
う
）
下
屋
敷
、
別
荘
。

別
業

*2

（
さ
だ
ず
み
し
ん
の
う)(

貞
観

年
～
延
喜

年
５
月
７
日
）は
平
安
時
代
前
期
の
皇
族
。
清
和
天
皇
の
第
六
皇
子
。
母
は
棟
貞
王
の
娘
。
王
子
に
経
基
王
・
経
生
王
が
あ
る
。
桃
園
親
王
と
も
。
親
王
任
国
と
さ
れ
る
上
総
や
常
陸
の
太
守
や
、
中
務
卿
・兵

貞
純
親
王

*3

15

16

部
卿
を
歴
任
し
た
が
、
位
階
は
四
品
に
留
ま
っ
た
。
経
基
・経
生
の
両
王
子
が
共
に
源
姓
を
賜
与
さ
れ
臣
籍
降
下
し
た
こ
と
か
ら
清
和
源
氏
の
祖
の
一
人
と
な
っ
た
。

＝
源
經
基
。
源

経
基
（み
な
も
と

の

つ
ね
も
と
）
は
、
平
安
時
代
中
期
の
皇
族
・
武
将
。
経
基
流
清
和
源
氏
の
初
代
。
『
保
元
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
父
は
清
和
天
皇
の
第
６
皇
子
貞
純
親
王
で
、
母
は
右
大
臣
源
能
有
の
娘
。
皇
族
に
籍
し
て
い
た
と
き
「
六
孫
王
」
と

六
孫

*4

名
乗
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
当
時
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
。
居
館
は
六
宮
と
も
八
条
御
所
と
も
い
う
。

＝
宍
戸
元
續
の
法
名
は
正
し
く
巌
叟
道
嶸
。

玄
叟
道
居
士

*5

奕
世

益
田
を
傳
領
し
て

の
後
胤
也

藤
兼
は
始
祖
よ
り

エ
キ
セ
イ

*1

大
内
に
属

弘
治
年
中
に

元
就
卿
の
旗
下
に
参
し
て
よ
り

シ

今
に
至
れ
る
所
也

元
祥
内
室
ハ
吉
川
元
春
の
息
女
也

後
に

長
州
阿
武
郡
の
須
佐
と
云
所
に
領
し
て
剃
髪
し
て
牛
庵

と
号
す

寛
永
十
七
年
九
月
廿
日
に
行
年
八
十
三
歳
に
し
て
率
す

後
裔
孫
傳
領
今
に
至
る
所
也

天
樹
院
旧
地
に
今
ハ
イ
ヅ
カ
有

四
本
松
の
東

高
句
麗
垰
の
南
に
阿
り

此
地
は
先
中
納
言

家
の
別
業

有
し
を
彼
卿
御
卒
去
の
後

寛
永
弐
年
に

*2

此
殿
舎
を
用
ひ
て
寺
と
し
て
天
樹
院
と
号

平
安
寺
乃

【
６
２
頁
】長

老
を
以
て
住
持
職
と
せ
り

則
彼
卿
の
法
名
を
用
ひ

奉
願
所
也

天
和
弐
年
火
災
有
て
此
寺
も
類
焼
せ
り

其
時
に

雲
渓
院
へ
移
し
後
に
桜
山
の
麓
に
し
て
新
に
寺
を
建
つ

今
も
此
地

旧
跡
有
り

今
の
天
樹
院

是
な
り

ニ

北
の
町
筋

高
句
麗
筋
の
南

四
本
松
の
東
に
有
り

此
道
ハ
寺
町
の
北
に

有
て
此
名
阿
り

本
町
筋

北
の
町
筋
の
南
に
有
り

中
の
門
筋
に
し
て
当
城
に
至

の
順
路

ル

な
り

故
に
本
町
の
名
阿
李

完
戸
屋
鋪

宍

【
６
３
頁
】本

町
の
南
側

西
廣
小
路
の
角
に
あ
り

完
戸
廣
恒
の
亭
な
り

当
家
ハ
安
藝
守
隆
家
朝
臣
の
嫡
孫
従
五
位
下
備
前
守

續
朝
臣
の
後
裔
に
し
て
其
嫡
流
傳
領
の
所
也

隆
家

元朝
臣
の
室
は

元
就
公
の
嫡
女

也

完
戸
ハ
清
和
源
氏

号
妙
寿

桃
瞏
の
宮

之
裔
に
し
て

家
紋
の
六

ハ
六
孫

貞
純

須
波
摩
宇

親
王

訓
見
太
平
記

園

*3

*4

の
六
の
字
を
用

と
云
り

一
云
ウ
六
の
字
ハ
分

て
沓
・
冠
共
に

ク
ツ

經
基

ユ
ル

ケ

用
ひ
て
洲
濱
の
紋
を
制
す

今
洲
濱
に
両
様
有
ハ
是
也

元
續

ス

ハ

マ

と

朝
臣
寛
永
八
年
七
月
廿
五
日
卒
去

法
名
玄
叟
道
居
士
*5

云
云

此
地
今
に
嫡
流
に
傳
ふ
所
也

.0嶋榛古實記 Version2



＝
源
頼
朝
。

右
大
将

*1

＝
（
こ
こ
ん
ち
ょ
も
ん
じ
ゅ
う
）は
鎌
倉
時
代
、
伊
賀
守
橘
成
季
に
よ
っ
て
建
長
六
年
（

年
）
編
纂
さ
れ
た
世
俗
説
話
集
。
七
百
余
り
の
説
話
な
ど
を
神
祇
・釈
教
・
政
道
忠
臣
・
公
事
・
文
学
・和
歌
・管
絃
歌
舞
・能
書
・
術
道
・孝
行
恩
愛
・好
色
・武

古
今
著
聞
抄

1254

*2

勇
・弓
箭
・馬
芸
・相
撲
強
力
・書
図
・
蹴
鞠
・博
奕
・
偸
盗
・祝
言
・
哀
傷
・遊
覧
・宿
執
・闘
争
・興
言
利
口
・
恠
異
・変
化
・
飮
食
・草
木
・魚
虫
禽
獣
の

編
に
ま
と
め
た
も
の
。

30

＝
（お
い
ま
わ
し
）現
在
の
地
名
は
「
折
廻
し
筋
」

逐
囬

*3

.0嶋榛古實記 Version2

福
原
屋
敷

本
町
の
北
側

完
戸
屋
鋪
の
向
に
阿
り

従
四
位
下
越
後
守
大
江

【
６
４
頁
】廣

元
二
男
長
井
一
流
に
し
て
藝
州
高
田
郡
福
原
邑
に
住
居
す

故
に
郷
邑
を
以
て
家
名
の
称
と
す

廣
俊
朝
臣
は
元
和
九
年

三
月
廿
一
日
卒
す

其
子
孫
に
今
傳
領
す

天
野
屋
敷

本
町
南
側
完
戸
屋
敷
東
隣
に
阿
り

毛
利
廣
政
主
の
亭
也

ヌ
シ

当
家
ハ

元
就
公
六
男
従
五
位
下
讃
岐
守
藤
原
元
政
朝
臣

乃
後
胤
な
り

元
政
ハ
天
野
民
部
大
輔

養
子
と
成

天
野
家

ノ

ヲ

續
く

抑

天
野
家
は
正
四
位
上
藤
原
遠
景
朝
臣
の
苗
裔
也

ソ
モ
ソ
モ

遠
景
の
事
ハ
委
東
鑑
に
見
え
た
り

い
み
し
き
武
士
に
し
て
右
大
将

家

の
命
を
啣
ミ
て
九
州
の
逆
徒
を
始
メ
高
麗
国
へ
も
渡
り

フ
ク

*1
事
故
な
く
凱
陣
せ
し
由

古
今
著
聞
抄

に
見
へ
た
り

元
政
朝
臣

*2

【
６
５
頁
】も

武
名
高
く
慶
長
拾
四

四
月
廿
九
日

卒
ス

行
年
五
十
一
歳

天
徳

ニ

寺
殿
と
号

元
政
之
子
元
倶
の
代
に
至
り
天
野
を
改
毛
利
ニ

周
防
熊
毛
郡
三
ツ
尾
を
領
し

後

佐
波
郡
右
田

移
り
彼
所
に

ニ

ニ

居
住
ス

其
裔
孫
今
に
傳
領
所
也

大
田
屋
敷

本
町
の
北
側

福
原
屋
鋪
の
東
隣
に
阿
り

従
四
位
下
侍
従

久
留
米
秀
包
朝
臣
の
長
子
元
信
主
の
亭
也

繁
沢
屋
敷

本
町
北
側
松
原
口
筋
の
東
角
に
阿
り

吉
川
元
春
之
中
子
宮
内

少
輔
元
氏
の
亭
也

此
主
三
浦
・仁
保
両
家
の
家
督
に
て
北
殿

福
屋
の
知
行

被
領

後
仁
保
と
号

又
繁
沢
と
号
す

故
に

ヲ

シ

【
６
６
頁
】庶

家

人
多
く
ハ
繁
沢
と
名
乗

元
氏
長
子
元
景
繁
沢
を
改

ノ

ム

毛
利

長
州
大
津
郡
阿
河
と
云
所
を
領
し

今
に
傳
ふ
る
所
也

川

ト

吉
見
屋
敷

不
記
候

本
町
北
側
の
東

大
馬
場
の
脇
に
阿
り

委
し
き
事
有
と
も

南
の
町

本
町
の
南
に
阿
り

義
ハ
北
の
町
と
同
じ

無
名
町

南
の
町
の
南
逐
囬
の
北
ニ
有

此
町
の
竪
路
三
丁
名
無
し

オ
イ
マ
ワ
シ

逐
囬

オ
イ
マ
ワ
シ

*3
無
名
町
の
南

平
安
古
堀
土
手
の
内

有

此
地
封
彊
の
脇
に
馬
場

ニ



＝
中
央
に
木
成
至
聖
文
宜
王
木
主
（孔
子
）
左
右
に
顔
、
曽
、
思
、
孟
の
四
聖
の
木
主
を
安
置
し
て
孔
子
一
門
の
牌
を
安
置
し
た
。

文
宜
王
四
配
孔
子
の
木
主
之
木
主
を
安
置

*1

＝
（
せ
き
て
ん
）
孔
子
及
び
顔
回
以
下
の
十
哲
を
祀
る
儀
式
。

釋
奠

*2

＝(

れ
い
じ
ん)

雅
楽
の
職
業
的
楽
人
の
呼
称
。

伶
人

*3

老
＝
三
老
五
更
の
誤
記
。
中
国
、
周
代
に
、
天
子
が
父
兄
の
礼
を
も
っ
て
養
っ
た
長
老
の
こ
と
。
天
下
に
孝
悌
の
手
本
と
し
て
示
さ
れ
た
。
徳
の
高
い
長
老
の
こ
と
。
「三
老
」
は
三
公
に
あ
っ
た
も
の
が
引
退
の
後
に
三
老
と
し
て
尊
ば
れ
た
。
「五
更
」
は
卿
の
位

三
更
五

*4

に
あ
っ
た
も
の
が
引
退
後
は
「
更
」
と
し
て
尊
ば
れ
た
。
三
公
・五
更
は
と
も
に
中
国
周
時
代
の
長
老
の
称
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
一
般
の
老
人
は
「群
老
」と
呼
ば
れ
た
。
《
出
典
》礼
記
「
文
王
世
子
」

.0嶋榛古實記 Version2

有
り

其
道
曲
折
に
し
て
馬
を
牽
廻
す
故

余

俗
に
馬
を
牽
を

之

ヒ
キ

世

【６
７
頁
】馬

を
逐
と
云
へ
ハ
な
り

馬
を
逐
と
云
事
も
有
な
り

易

云

良
馬
逐

ニ

へ
り

と
云
々

大
畜

九
三

明
倫
館

逐
囬
の
馬
場
の
北
側
に
阿
り

享
保
年
中

当
国
ハ
吉
元
公
大

ニ

内
の
例
を
以

学
校
に
擬
し
て
造
建
せ
ら
る
ヾ
所
の
学
館
な
り

東
西
に
学
寮
を
造
り
て
書
生
を
置
て
文
を
講
す

南
北
に

館
舎
を
建
て
諸
士
に
命
し
て
武
を
校
ハ
し
む

国
中
の
老
少
貴

と
な
く
賤
と
な
く
席
を
共
に
し
講
習
日
々
に
怠
事
な
く

万
人
国
君
の
恩
沢
浴
す
る
事
大
な
る
も
の
也

容
衆
門

明
倫
館
正
面
の
一
之
門
也

門
の
上
に
額
有

容
衆
の
二
字
を
彫
た
り

【
６
８
頁
】講

堂二
の
門
を
入
て
正
面
に
阿
り

大
成
殿

文
宜
王
四
配

之
木
主
を
安
置

す
る
殿
有

春
秋
に

顔
子
曽
子

思
子
孟
子

*1

釋
奠

す

祭
法
ハ
宋
儒
の
儀
を
用
ゆ

文
人
文
を
講
し

伶
人

*2

*3

楽
を
奏
す

祭
日
は
羪
老
の
事
有
り

三
更
五
老

の
義
を
用
ゆ
と
な
り

養

*4

学
寮講

堂
の
西
に
有

東
西
を
分
か
て
り

り

剣
術
場

俗

新
信
場
と
云
り

容
衆
門
の
東

有
り

ニ

ニ

場
鎗

【
６
９
頁
】

容
衆
門
乃
西
に
阿
り

手
習
場

鎗
場
の
西
に
在
り

諸
士
此
所
に
て
筆
道
を
学
ふ

諸
禮
所

手
慣
場
の
西

弓
場
殿
の
内
に
阿
り

此
所
に
て
諸
家
の
礼
式
を

学
ふ
所
な
り

弓
場
殿



は
門
一
ヶ
所
に
つ
き
昼
は
弓
の
者
一
人
に
鉄
砲
の
者
二
人
ず
つ
、
夜
は
弓
の
者
二
人
に
鉄
砲
の
者
四
人
ず
つ
。
夜
間
の
出
入
り
は
切
手
詰
め
に
し
て
、
各
人
が
門
番
所
へ
合
印
判
を
差
し
出
し
て
置
き
、
各
自
の
手
形
を
も
っ
て
通
っ
た
。
（
「萩
市
史
」第
一
巻

門
番

*1

229

頁
以
下
）

火
伏
せ
、
火
難
除
け
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
。

愛
宕
堂
＝

*2

.0嶋榛古實記 Version2

諸
禮
所
の
北
に
阿
り

平
安
古
口
門

逐
囬
の
東

春
日
門
前
の

坤

の
方
に
当
り
て
時

門
を
去
こ
と

鞁

オ
イ
マ
ワ
シ

ヒ
ツ
ジ
サ
ル

ト
キ
ウ
チ

拾
町
阿
り

此
門
平
安
古
町
の
口
に
有
故
此

号
有

又
南
の

ノ

リ

【
７
０
頁
】

暮
六
ツ
ヨ
リ
明
六
ツ
を
切
手
詰
ニ
〆
通
路

門
と
も
云

南
東
北
三
ツ
ノ
門
手
廻
り
足
軽
六
与
ニ
〆
番
を
勤

*1

春
日
馬
場

平
安
古
口
門
の
東

大
馬
場
の
西
に
阿
り

封
彊
の
端
の
東
西
の

順
路
と
云
り

養
岳
院

春
日
馬
場
筋
の
西

平
安
古
門
筋
の

坤

の
角
に
阿
り

此
地

ヒ
ツ
ジ
サ
ル

往
古
の
平
安
寺
の
旧
跡
な
り

本
尊

大
日
如
来

愛
宕
堂
*2

所
祭

阿
當
護
神

一
座

神
像
愛
宕
権
現
垂
迹
本
地
勝
軍
地
蔵

【
７
１
頁
】右

慶
僧
汰
師
勧
請
の
義
に
■
被
歟

当
堂
ハ
城
州
愛
宕

山
福
寿
院

別
院
也

当
寺
よ
り
福
寿
院
へ
對
し
て
證
文
数
通
有

ノ

鎮
主
小
社

菅
相
国

妙
悟
寺

養
岳
院
の
東
隣
に
阿
り

本
堂

本
尊

千
手
観
音

位
牌
堂

本
尊

聖
観
音

春
日
神
社

當
社
ハ
大
同
年
中
に
大
和
国
三
岳
山
よ
り
二
ツ
森
の
地

移
す

ニ

年
月
詳
な
ら
す

慶
長
年
中

又
今
の
地
に
遷
座
阿
り

ニ

当
所
の
宗
社
と
す

是
迄
ハ
吉
屋
某
社
家
と
す

是
よ
り
大
宮
司

【
７
２
頁
】波

多
野
氏
な
り

本
社
五
座

所
祭
神

建
甕
槌
命

斉

主

命

タ

ケ

ミ

カ

ヅ

チ

イ
ワ
イ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト

天
児
屋
根
命

姫
太
神

若
宮

ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト

ヒ
メ
オ
オ
カ
ミ

右
享
保
年
中
に
神
位
有
り
正
一
位
に
叙
し
給
ふ

摂
社

元
本
八
神
殿

所
祭

神
皇
産
霊
尊

高
皇
産
尊

カ

ミ

ム

ス

ビ

ノ

ミ

コ

ト

タ
カ
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト

足
産

霊

尊

足
玉
産
尊

タ
ル
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト

生
産
霊
尊

大
宮
賣
尊

イ
ク
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト

オ
オ
ミ
ヤ
メ
ノ
ミ
コ
ト

御
食
津
尊

事
代
主
尊

オ
オ

ミ
ケ

ツ
ヒ
コ

コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト

星
之
神



＝
そ
の
昔
、
帝
釈
天
が
阿
修
羅
と
戦
っ
た
と
き
、
日
と
月
を
守
っ
た

（
た
い
さ
い
せ
い
く
ん
）
の
由
来
は
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
マ
リ
ー
チ
ー
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
古
く
は
一
群
の
風
神
マ
ル
ト
の
主
と
い
い
、
ま
た
創
造
主
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
の
一
人
で
あ

七
星

太
歳
星
君

*1

り
、
陽
炎
、
日
の
光
を
意
味
す
る
。
自
ら
は
陰
形
、
つ
ま
り
姿
を
見
せ
な
い
が
、
こ
の
神
を
念
ず
る
と
、
他
人
は
そ
の
人
を
「
見
ず
」
「知
ら
ず
」
「
害
す
る
こ
と
が
な
く
」
「欺
く
こ
と
は
な
く
」
「
縛
す
る
こ
と
も
な
く
」
「罰
す
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
。
そ
の
姿
は
八

臂
の
異
形
で
あ
り
、
衆
生
に
難
が
起
こ
っ
た
と
き
は
西
天
摩
利
支
天
大
聖
に
変
じ
て
戦
う
と
い
わ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
災
難
を
排
除
し
利
益
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
。
北
斗
七
星
の
母
と
さ
れ
周
御
王
の
妃
の
紫
光
夫
人
で
あ
り
、
天
皇
大
帝
、
紫
微
大
帝
を
生
み
、

と
さ
れ
る
。
な
ん
人
た
り
と
も
、
実
体
の
無
い
陽
炎
の
神
格
化
で
あ
る
斗
母
元
君
に
は
危
害
を
加
え
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
た
め
、
戦
に
お
い
て
は
無
敗
の
神
と
し
て
奉
ら
れ
た
。
別
名

貪
狼
星
、
巨
門
、
禄
存
、
文
曲
、
廉
貞
、
武
曲
、
破
軍
の
七
星
を
生
ん
だ

斗
母
洪
恩
天
后
円
明
道
姥
天
尊
。

＝
木
火
土
金
水
の
五
惑
星
に
太
陽
と
月
に
を
合
わ
せ
た
も
の
が

。
七
曜
に
羅
喉
星
と
計
都
星
を
合
わ
せ
た
も
の
が

。
羅
喉
星
と
計
都
星
は
、
イ
ン
ド
天
文
学
の
白
道
と
黄
道
の
交
点
の
星
。
昇
交
点
が
羅
喉
星
。
降
交
点
が
計
都
星
。

七
曜
と
九
曜

七
曜

九
曜
星

*2

＝
（オ
オ
ヤ
マ
ク
イ
ノ
カ
ミ
）

日
吉(

日
枝)

・
山
王
信
仰
の
祭
神
で
あ
る
大
山
咋
神
は
、
比
叡
山(

日
枝
山)

に
宿
る
山
の
神(

地
主
神)
で
、
延
暦
寺
の
鎮
護
神
で
も
あ
る
。
平
安
遷
都
後
の
延
暦
２
５
年(

)

、
伝
教
大
師
・
最
澄
が
比
叡
山
の
山
頂
に
延
暦

大
山
咋
神

806

*3

寺
を
創
建
し
た
と
き
に
、
古
く
か
ら
こ
の
山
の
地
主
神
と
し
て
鎮
座
し
て
い
た
大
山
咋
神
を
寺
の
鎮
護
神
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
と
き
に
大
山
咋
神
が
鎮
座
す
る
日
枝
大
社
を
、
最
澄
が
渡
っ
た
等
の
天
台
山
国
清
寺
の
山
王
祠
と
い
う
社
の
名
に
ち
な

ん
で
「日
吉
山
王
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
仏
教
風
に
日
吉
権
現
ま
た
は
山
王
権
現
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
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【
７
３
頁
】

貪
狼
太
星
君

巨
門
元
星
君

ド
ン
ロ
ウ

コ

モ

ン

*1

祿
存
貞
星
君

文
曲
紐
星
君

ロ
ク
ゾ
ン

モ
ン
ゴ
ク

玉
廉
貞
綱
星
君

武
曲
紀
星
君

欠
字
レ
ン
テ
イ

ブ

ゴ

ク

破
軍
關
星
君

羅
喉
星
君

ハ
グ

ン

ラ

ゴ

ウ

*2

土
曜
星
君

水
曜
星
君

金
曜
星
君

日
曜
星
君

火
曜
星
君

計
都
星
君

月
曜
星
君

木
曜
星
君

今
案
に
神
系
図
傳
云

御
食
津
尊

オ

オ
ミ
ケ

ツ
ヒ
コ

神
皇
産
霊
尊

魂
留
産
霊
尊

生
産
霊
尊

カ

ミ

ム

ス

ビ

ノ

ミ

コ

ト

足
産
霊
尊

道
反

魂
神

大
宮
賣

事
代
主
尊

チ
ガ
エ
シ

タ
マ
ノ
カ
ミ

【
７
４
頁
】右

八
■
神

八
列
守
護
験
神

八
齋
霊
神

八
心
府
神
座
故

式
為
皇
帝
之
鎮
魂
神
矣

御
具
八
幡
宮

神
功
皇
后

応
神
天
皇

玉
依
姫

神
明

天
児
屋
根
命

天
照
皇
大
神

天
太
玉
命

末
社
稲
荷
社

倉
稲
魂
命

伊
弉
諾
尊

伊
弉
冉
尊

ウ
ガ
ノ
ミ
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト

命
婦
神

ミ
ョ
ウ
ブ
シ
ン

荒
神

松
尾
大
明
神

大
山
咋
神

市
杵
嶋
姫
神

オ
オ
ヤ
マ
ク
イ
ノ
カ
ミ

イ

チ

キ

シ

マ

ヒ

メ

*3

【
７
５
頁
】

剣
之
宮

司
箭
異
魂

右
司
前
の
異
魂
ハ
城
州
愛
宕
山
守
護
の
神
社

大
天
狗
太
郎

坊
の
相
殿
也

司
前
ハ
藝
州
の
人
に
し
て

完
戸
元
家
末
子
元
源ヨ

シ

弟

深
瀬
家
俊

後
に
司
前
と
号

天
狗
と
成

是
完
戸
の

ス

庶
流
也
と
い
ふ

社
あ
ま
た
有
之
と
い
へ
と
も
不
記
候

社
家
ニ
尋
問
ふ
へ
し

右
郭
中
の
内
西
廣
小
路
よ
り
以
外
の
東
西
の
竪
路
に
有
所

期
乃
こ
と
し

斯

間
町
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故
天
樹
院
の
後
に
有

四
本
松
と
松
原
口
筋
の
間
に
有
故
に

此
名
阿
り

【
７
６
頁
】松

原
口
の
門
よ
り
南
へ
行
道
路
也

松
原
口
よ
り
高
句
麗
垰
筋

北
の

町

本
町

南
の
町

無
名
町

等
の
竪
筋
を
五
町
経
過
す
る

其

間
の
道
路
を
さ
し
て
云
な
り

金
剛
院
門
前
通

松
原
口
の
門
通
り
の
東

大
馬
場
の
西
に
し
て

本
町
の
中
よ
り
南
ニ

至
る
横
筋
也

此
地
金
剛
院
と
い
ふ
密
宗
の
寺
有
故

号
す

ニ

金
剛
院

此
町
筋
を
二
町
南
に
行
て

東
側
に
有
り

養
岳
院
の
後
の
北

隣
也

元
は
門
戸
を
北
に
開
き
南
の
町
筋
に
有
し
を
中
古
已
来
ハ

西
南
に
開
く
所
也

故
に
町
の
名
に
呼
来
れ
り

護
摩
堂

本
尊

普
賢
延
命

【
７
７
頁
】

客
殿

本
尊

十
一
面
観
音
大
士

大
馬
場

東
の
封
彊
の
頭
に
有

南
北
の
中
間
四
町
拾
六
間
有
り

此
所
に

ホ
ト
リ

諸
士
會
し
て
馬
藝
を
効
へ
り

ナ
ラ

中
乃
門

大
場
馬
の
東
也

南
北
の
中
央
に
有
故
右
此
号
阿
り

春
若
口
門

大
場
馬
の
北

高
句
麗
垰
の
筋
東
に
阿
り

此
門
よ
り
封
彊
の

外

春
若
町
へ
出
る
故
に
此
号
阿
李

右
西
廣
小
路
よ
り
以
外
南
北
の
横
路
也

郭
中
期
の
如
し

斯

嶋
萩
故
実
記
全

【
７
８
頁
】

四
冊
之
内

文
化
五

辰
十
二
月
写

磯
部
権
左
衛
門

【
完
】




